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台湾総督田健治郎時代における
植民地官僚と台湾支配
一田日記 を中心 として
鍾 淑敏
中央研究院
1.は じめ に
1919年10月 、貴族院議員である田健治郎は68歳 の高齢で台湾総督に任 じられ、日本
植民統治時期において初の文官総督 となった。田総督は、四年間の任期中に 「同化主義」
「内地延長政策」を統治方針と定め、地方制度、台湾人と日本人 との婚姻の許可、笞刑の廃
止、六三法問題を解決、教育制度を改革 して、台湾人 と日本人の共学を開放 し、台湾人の
高等文官へ登用の道 も開き、南洋へ向けての発展計画および台湾史料の編纂事業など1、一
連の改革を行い、多くの成果を残した。
田総督の統治時期における以上の措置は、教育令 と共学制、六三法問題および議会設置
請願運動などの問題について、部分的な研究成果が見られているとはいえ、史料に限 りが
ある関係上、一般的に官製資料のみに依拠 してお り、ほんのわずかの文章が、当事者であ
る田健治郎による第一級資料から直接引用 しているのみである。実は、田健治郎の残した
漢文で書かれたおびただしい日記が2001年7,月 にr台 湾総督田健治郎 日記』として中央
研究院台湾史研究所 より正式出版された後、研究者は日記 自体の史料価値に対する認識を
深めた。
日本 では、田健治郎本人は研究のテーマになることはなくても、彼の残 した膨大な日記
資料は大正時代の政治経済問題研究の重要な研究材料となっている。例えぽ、松浦正孝氏
は田健治郎の日記の詳細な記載により、東京、横浜地区の財界要人により設立された 「八
日会」 の沿革に始まり、明治の元勲、政界の元老と見なされ、陸軍元帥であった山県有朋
の代理人であった田健治郎の実業家と政府間のパイプ役としての役割 までの分析を行って
いる2。
以上の研究のほかに、筆者もその日記、田健治郎総督と関係の深い実業界人士や日本の
南進政策関係のテーマを扱ったことがある3。本文の主旨は、田健治郎の日記中の膨大な記
1呉 文星 「台湾総督田健治郎日記解題」、呉文星共編 『台湾総督田健治郎日記』上、(台北、中央研
究院台湾史研究所、2001年)、p.2。
2松 浦正孝 『財界の政治経済史一井上準之助、郷誠之助、池田成彬の時代』(東 京大学出版会、2002
年)、PP.94-95。
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述内容を利用し、田総督時代の台湾官界の人事、特にいわゆる 「田派」関係の一・面を整理
し、総督府の官僚人事の研究 とす ることである。 目的は植民地統治階層の問題や、統治階
層がどうやって植民地から利益を吸い上げてきたか ということを通 じて、 日本の植民地政
策の本質を見ていきたい。
2.「 田派」 とは誰か?
昔から台湾官界に関する通説 として、 よく民政党の伊沢多喜男が台湾総督に就任後、植
民地の官吏人事は政党人士の 「猟官」取引の場と化し、総督以下、頻繁に更迭が行われる
ようになり、民間でも武官総督復帰を望む世論が生まれてきたと指摘している。まさにそ
の通 りなのだが、官界とい うところは利害関係によって派閥を作るのは極めて自然なので
ある。政党人事が台湾を支配する前には、台湾の官僚社会にはどのような形態が出現して
いたのであろ うか。4
有名な新聞記者の永岡涼風はr改 隷三十年記念出版明朝より伊沢時代まで』の中で、特
に 厂田氏周囲の人物」を挙げ、そこで 「田氏の周囲には相当の人物が常に囲繞 しあらゆる
点に対して犬馬の労をとり献策 してゐたや うである天性の達識果敢に加ふるに之等周囲の
人物が傘下にゐたのであるから其台湾に乗込の如きも一壮観であつた、然らば周囲の人 々
とは誰 々か、言ふ迄もなく現台南知事喜多孝治、前秘書官松本剛吉、同松田三徳、旧警務
局長竹内友治郎、前秘書官尾間立顕諸氏の如きがそれで其後前逓信局長吉田平吾、前台中
州知事常吉徳寿氏等の参加するあり錚々たる人材田閥を形成 して四箇年に亘る台政に貧乏
揺 ぎも見せなかつたも亦宜なる哉でないか」 と指摘 している5。その後、泉風浪がr人 と
閥』の中で台湾の官界派閥に関して、以下のように描写している。「台湾の官吏社会で閥を
形成されたのは何んと言つても初代文官総督の田健治郎時代に始まる、今は故人となつた
が田サンが総督在任中記者に語つた事がある、人情として姻戚や子分其他親しい者を引き
立てるのは人間として自然であると、実際田サンが総督時代にはいろいろな者を引つ張つ
て来ては無断で開墾をして有象無象を植つけたものではあつた。従つて田総督在任中は田
氏がつれて来た一族郎党や湾製6子 分が盛んに跋扈 した ものだ。従つて在来の官吏は厚遇
されぬ傾きあつた7。」確かに、田総督は自分の姻戚や従来の部下などを台湾の官界に引き
連れる行動が頗る目立っていた。田派 とは一体、何を指すのか?泉 風浪の著書で特に挙げ
られているのは、竹内友治郎、松田三徳、尾間立顕、松本剛吉、竹下康之、生駒高常、常
3鍾 淑敏 「政商与日治時期的東台湾一以賀田金三郎為中心的考察」『台湾史研究』11:1、(台 北、中
央研究院台湾史研究所、2004年12,月)、pp.79-116、 「従事業補助的角度談台湾総督府的南支南洋
政策」『台湾大学歴史学報』34(台 北、2004年12,月)、pp.149-194を 参照されたい。
4伊 沢総督時代の人事について、加藤聖文の論文を参照されたい。加藤聖文 「植民地統治における
官僚人事一伊沢多喜男と植民地」、大西比呂志編 『伊沢多喜男と近代日本』(芙蓉書房出版、2003
年)、PP.111-139。
5永 岡涼風 「改隷三十年記念出版明朝より伊沢時代まで』(台 北、台北活版社、1925年)、pp.120-121。
6湾 製、日本統治時期の造語、即ち台湾で形成されたもの。当時、「湾生」「湾弁」などの特殊用語
があり、何れもす こし軽蔑な意味が含 まれたのである。
7泉 風浪r人 と閥』(台 北、南瀛新報社、1932年)、pp.1-2。
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吉徳寿などで、これらの人は1930年 代初期には、「竹内友治郎氏去 り秘書役の松田三徳坊
や尾間立顕法師が退去 し、松本剛吉氏は故人 となり、竹下康之 と云つた連中は台湾の官界
と縁を切つたので現在ではどうやら田系の影は薄 くなつた と云ふ よりは廃滅に近い8」ので
ある。
台湾の官吏社会におけ'る派閥の形成は、当然田総督の時代に始 まるわけではない。これ
に関 しては、暫時置いておくとして、永岡涼風、泉風浪の観察は成 り立つのかだけを論ず
る。 ここではまず田健治郎の日記を手がかりに、確認を深めてい くことにする。1922年6
月21日 、田健治郎は日記に 「この日の夕方、親族で宴席を設け、昌および台北の親戚を歓
待す。出席 してくれたのは、新元夫妻、娘三人、吉田平吾、生駒夫妻、白川夫妻、および陪
賓 として常吉徳寿、喜多、松田の三氏なり。十時過ぎまで歓談 してお開きとなった」と書
いている。田昌とは、田健治郎の長兄である田艇吉の長男である。当時田昌は大蔵省駐外
財務官 としての任務を終えて、米国から日本へ帰国した ところで、財産管理所長に転任さ
れ、台湾、朝鮮、満州の視察を命じられて、台湾を訪れ、視察の途中で新たに大蔵省主計
局長任命の報を受けたので、田健治郎はこのために送別の宴を開いて親戚を歓待したので
ある。参加者のうち、新元夫妻は鉄道部長新元鹿之助夫妻であり、新元夫人である新子は
重野安居の三女であり、田健治郎夫人の安子は重野安居の長女なので、新元 と田総督の間
はお互いに婿同士である。白川夫妻とは、白川玖城、則子夫妻を指 し、白川は台湾総督府
病院医務官であり、則子は新元鹿之助の次女であった。吉田平吾は田艇吉の次女貞子の婿
で、生駒夫婦は生駒高常および和子のことで、和子は田艇吉の四女であった。すなわち、
総督の長兄である田艇吉家族 と総督夫人の重野家の関係者を主 として、台湾における田健
治郎の親族の主軸をなしていたのである。以上の人々は、田健治郎の親族であり、新元鹿
之助お よび白川玖城以外は皆、田健治郎の引きで台湾へ転勤している。陪賓の常吉徳寿、
秘書官の喜多孝治および松田三郎も、田の総督就任後に台湾に赴任 となった者である。
以上に述べた親族の他に、泉風浪の観察によれぽ、いわゆる 「田派」にはさらに竹内友
治郎、尾間立顕、竹下康之などが含まれる。実は、田の日記 と比べてみても、竹下康之が
田健治郎の派閥に加えるべきか、結論を下すのは難しい。1895年 、水野遵が台湾接収の命
を受けた とき、当時栃木県警部長であった竹下康之は台湾へ召喚す るとの電報を受けて台
湾へ赴 き、総督府暫定の官制制定に参与 し、同時に土木課長に就任 した。翌年、台南県書
記官に転任、後に日本へ帰国し、東京都郵便電信局長 となる9。遞信省の関係で田総督とは
旧知の仲であった。だが、田の日記では、1920年6月17日 に竹下が求職に訪れた事と、
7月26日 竹下が田総督に澎湖郡守に推挙 してくれた恩に感謝 した ことしか挙げられていな
い。その後、日記には何行か面会を求めて果たせなかった記載が見られる。1921年8,月10
日、 日記には、「竹下康之が澎湖郡戸税賦課税率激増の不当性を熱 く訴え、その是正を請
うた。 しかし、その論拠には大 きな欠点があり、それを指摘 し、軽率なるを責めるととも
8泉 風 浪 『人 と閥』(台 北 、 南 瀛 新 報 社 、1932年)、pp.2、38。
9竹 下 康 之 「領 台 当時 の思 出」 『台 湾 時 報 』 第68号(台 北 、1925年)、pp.33-34。
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に、さらに慎重に調査することを命 じた」の一文があり、それ以外に互いの関係には進展
がみられない。よって、泉風浪の、竹下は 「田派」とい う論断には賛成しかねる。
田健治郎のコネによって、台湾総督府の官職へ転任 したのは、主なのは下記の数人であ
り、生駒高常を初めとして、吉田平吾、常吉徳寿、喜多孝治、松 田三徳、尾問利顕、そし
て竹内友治郎 などである。
田総督の姪 の婿である生駒高常は福岡県出身、東京帝国大学法学科卒、大蔵省属、警視
庁警視、岡山県理事官などを歴任。1920年7月 の田健治郎の日記には、生駒の転任願いの
記載が見られ始めるようになる。生駒の転職は極めて順調だった ようだ。8月 分の人事命
令では、生駒を台湾総督府事務官兼参事官、内務局学務課長 とする旨が発布されている10。
田総督のもう一人の姪の婿である吉田平吾は、元 々は宮内省調度頭であったが、宮内省
法規整理委員会が各 「寮」の撤廃問題を審議 してお り、皇室の物品購買 ・整理や雑役を管
理す る 「調度寮」を 「内蔵寮」に合併す る議題が挙がっていたこともあ り、調度寮を主宰
していた吉田が官職を免ぜられる危険があった。1921年7,月10日 の田総督の日記には、
初めて吉田の転勤の情報が見られる。 日記には 「山崎氏が調度頭である吉田平吾の地位が
不安定であることを内密に知らせてきて、適当な地位への配置を頼んでいった」 と記載さ
れている。山崎氏 とは、「内蔵頭」の山崎四男六であ り、田健治郎 とは婿同士であった。宮
内省調度頭である吉田平吾の地位の不安の消息が伝えられてからは、 日記中には吉田平吾
の転任要求の記述が頻繁に見られるようになる。この人事案は9月17日 に決済 され、日記
には 「高田殖産局長の辞任により、川崎警務局長をその後任 とす。相賀台北知事を警務局
長に転任、高田富蔵裁判官をその後任 とす。原税関長は休職、斎藤逓信局長をその後任 と
す。宮内庁調度頭吉田平吾を逓信局長へ更迭することを発表」 と記載されている。吉田平
吾は東京帝国大学法学科を卒業、大蔵省、宮内省を歴任 し、官吏になる資格を持つ。しか
し、大蔵省時代の官職は税務監督局長もしくは税関長であ り、宮内省に転任して、購買 ・
庶務的な性格の調度頭を台湾総督府に転任させたのは、 日記では明らかに救済的なもの、
と明確に記載 されている。r台湾 日日新報』が新任の逓信局長を紹介す るとき、「郵政上の
事は全 く白紙 殊に園芸に趣を有つ11」と書かなけれぽならなかったほどである。
常吉徳寿と田総督の間には直接的な姻戚関係はないが、重野家の家族 となった者は12、
頻繁に田健治郎の家に出入 りしてお り、女児が生まれたときには、田総督に命名を依頼し
ているし13、田健治郎の投資 した 「日華協信公司」 との関係も緊密であった。田健治郎の
日記によると、 日華'協信公司は創立する時に、ち ょうど日本が第一次大戦で ドイッに宣戦
10『 台湾総督府公文類纂』画像第10257巻 第116号 、「生駒高常(事 務嘱託;一 時手当六百円)」。
11台 湾 日日新報1921年10月1日(七)、 「新逓信局長吉田平吾氏着任す 郵政上の事は全 く白紙
殊に園芸に趣を有つ」。
122006年5,月22日 筆者は田健治郎の令孫の田敏夫氏にインタヴューし、常吉が重野家の親族であ
ることを確認 した。また、1922年1,月27日 の田日記の中にも、「重野老母送常吉徳寿一家之台湾
行、来宿」との記事があった。
131923年5,月2日 田健治郎 日記により、 田総督は 「南風之薫」に基づいて、常吉の新生児に 「薫
子」を命名した。
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布告したことを理由に青島を占領した頃で、田健治郎の長男である田篤が理事に就任 して
いた。常吉徳寿は佐賀県出身で、東京帝国大学法学科卒、高等文官試験に合格し、大蔵省
属、税務監督官、函館税官長などを歴任、1914年3,月 から1919年2,月 まで中国の北洋政
府に招かれ、財政部税務調査委員となる14。この中国での経験は、当時の世論でも 「常吉徳
寿君が支那財政顧問であつたと云へぽ知 らぬ人は西原亀三の友人で、支那ゴロでもあるや
うに考へる人があるかもしれないが、事実はさうでなく大蔵省の畑で育つたが故に、あり
がた く財政顧問の栄職に就いたのであらう15」とい う懸念があったが、その在華経験があっ
たからこそ、日華'協信公司の営業問題に関して常吉徳寿は常に田健治郎への助言を行った
のである。日記の中に初めて出て くる常吉徳寿の転職の要求は、1920年8月11日 に見え
る。この日の日記には、「今夕、常吉徳寿が自分の将来を相談に見え、機会を見て転任斡旋
のことを請 うてきた。香西與一郎が来訪し、常吉と会見。日華協信公司の業務混乱の調査
の顛末を聞き、常吉と重役組織 の根本的な改革の必要性を論じた。彼は同意を表して帰っ
ていった」とある。1921年4,月13日 、 日記には 「常吉徳寿が台湾への転職の希望を述べ
ていった」とあるし、同年8月12日 には日記に再度 「今晩、常吉徳寿自分の進退 の進行内
意を聞いてきた」と書いてある。そして三 日後の8月15日 の日記には:
午前、松本、喜多の両秘書官が屋敷へ来て重要な事務を稟議し、また督府の職員配
置改正の件に関わる決済を請 うてきた。左記の用件の決済には、極秘電報にて賀来長
官にその準備を命ずる。
一、内務、財務の現局長は現職を維持する。それ以外は、左記の諸件を決行されたし。
一、土木局を廃止し、山形現局長を嘉南大別技長に補充する。
一、高田殖産局長の辞職を受理 し、川崎警務局長を後任とする。相賀州知事を警務局
長に任L、 新たに常吉徳寿を台北州知事に採用する。
一、原税関局長を解雇 し、齊 〔齋〕藤逓信局長を後任とする。新たに吉田平吾を逓信
局長採用 し、 また池田事務官を専売局長に任ず。
この人事案はなぜか実現せず、常吉徳寿は台湾全土 の首府である台北州の知事になるこ
とができなかった。同年10月8日 、「新竹州知事に任ず。大蔵省専売局事務官常吉徳寿」
の辞令が遂に発布 された。翌年5月 、立川連台中州知事が税関長に転任とな り、新竹州知
事の常吉を後任 とし、台中州知事になる。当時注 目の的だった田健治郎の台湾での 「縁戚」
の重要人物 となった。
喜多孝治は田健治郎の逓信省時代古 くからの部下であ り、非官学系統の中央大学出身で、
逓信省入省後、経理、電話、郵便 などの分野の事務を歴任 し、田逓信大臣の知遇を得たこ
とで、1919年 逓信省監察官から台湾総督秘書官兼参事官に転任 となる。1922年3,月 末、
14r台 湾総:督府公文類纂』画像第3879巻 第3号 、「元台中知事常吉徳寿普通恩給証書下賜」。
15椿 本義一 『台湾大観』(台 北、大阪屋号書店、1923年)、 付録第二章、p.4。
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前年に警務局長から殖産局長に転任 したぽか りの川崎卓吉が、名古屋市長 と言 う新職のた
めに辞任を願い出、田総督はこの機に自分の片腕である喜多秘書官を殖産局長に昇格させ
たのである。
松田三徳秘書官は衆院議員を経験 したことがあり、中立議員団体である 「庚申倶楽部」
に所属 し、政治的判断は田の指示を仰いでお り、田健治郎の送迎団の中にもその名が見え
る。1922年3月 喜多孝治が殖産局長 に昇格 し、松 田三徳は喜多の穴を補い、1924年 まで
の間、総督秘書官を務めた。
尾問立顕秘書官は1922年6,月 、松本剛吉の秘書官の欠員を補 う形で台湾へやってきた。
尾間は新聞記者 としてr国 民新聞』を十五年勤め、政治、経済部長を担当した こともある。
仕事の関係で、田健治郎に貴族院や政界の動向を提供 し、しばしぽ田宅に出入 りしていた
新聞記者の一人であり、田健治郎の移動の際には重要な送迎団員でもあった。また、田と
マスコミ間の重要なパイプ役でもあった。例>xぽ 、1920年12,月8日 、田健治郎が新聞業界
関係者を食事に招待した際も、尾間が間に入って斡旋役となっていた。その日の田の日記
には 「夕方六時、東京の有力新聞の各政治部長十人 と興津庵にて飲み、尾間立顕(国 民)
がもっぱら斡旋の労を執って くれた。飲んでは語 り、存分に議論を尽 くし、約四時間後よ
うや くお開きとなった」と記載 されている。1921年3,月 、尾間は国民新聞社を辞職してか
らも、たびたび田氏へ政界情報を提供 している。これにより、松本剛吉が衆院議員に当選
して辞職することになったとき、尾間は中央政界の要人に顔が効 くことを利用 し、総督秘
書官に就任した。
田健治郎の多 くの秘書官のなかで、最も重要な人物は、田と同郷である松本剛吉をおい
て他にはいない。1881年 、千葉県の青年巡査だった松本剛吉は、同郷の県令田辺輝実と警
部長田健治郎を頼って高知県へ向かお うとしていたが、ちょうどこの二入が離職 して果た
せなかった。東京の品川警察署長に転任 していた田健治郎は、同郷の松本を引き取 ること
はできなかったが、彼の高知 までの旅程のお膳立てをしてや り、行 き所のな くなっていた
松本は 「地獄で仏に会ひしと思ひ」 と感激 し、以後終生、田氏に忠誠を尽 くすのである。
二人の縁は警察関係から始 まったが、松本の働 きによって、田健治郎は逓信省に転任 して
成功を収めてい く。大正時代、松本剛吉のつかんで くる情報の客観性が山県有朋の高い評
価を受け、「政界の通人」 と呼ばれた。また松本の秘密厳守の性格 も山県の深い信頼を受
け、それによって、山県の意向も松本 のパイプを通じて速 く正確に田健治郎に伝えること
ができた16。明石元二郎が病死 した際、長;期にわた って文人総督を主張してきた原敬首相
は、田中義一を首魁とする陸軍の反対を避 けるために、山県有朋陸軍元帥の配下である田
健治郎を初の文官総督に任命 しようとしたとき、松本は命令を受けて、内閣、元老そして
田健治郎の間を奔走 し、 この人事案を順調に進行せしめたのである。r松 本剛吉政治 日誌』
には一晩の間の情勢の変化が生 き生 きと記載 されてお り、また山県有朋の 「君は三度秘書
16岡 義 武 、 林 茂 校 訂 『大 正 デ モ ク ラ シ ー 期 の政 治 一 松 本 剛 吉 政 治 日誌 』、
年)、 解 題PP.2-7。
(東 京 、 岩 波 書 店 、1959
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官になつたと云ふが、士は己れを知 る者 の為に死すと云ふが、能 く遣つて呉れた、君の事
に就いて能 く横田が言ふが、立派な政務官であると、君は台湾にのみ居て中央の政治に遠
ざかつては始終聯鎖に差支を起すであらうから、東京出張所 の所長にでも兼任 して台湾半
分東京半分位の勤めにした方が能からう、田の躯は大切にせねばならぬから、君は医者に
為つたと云ふ心得で田の身の廻 りを世話 して呉れ、過 日も田に言つたが、何時呼び戻され
る(頗 る低声を潜 ませて)か もしれぬ17」という期待の言葉が挙げられている。 これによっ
ても、山県の田および松本に対す る期待、そして松本 と田との間の友情 も躍如 としている
ことが見える。
以上のことからもわかるように、田健治郎の台湾での重要な人脈は、親族関係、逓信省
関係、郷党その他に大別できる。総督の後に従 う者は、官界だけでなく、実業家にも総督
のおこぼれにあずかろうとする者はいた。 しかし、植民地台湾において、「官吏万能主義」
や 「官尊民卑」の情況は、日本本土 よりも甚だしかったので18、その故に基本的に、本文
では官僚人物を考察の中心においてゆ くことにする。
3.「 田派」 の形 成 と消滅
(1)下 村宏の離職
田健治郎の親族や同郷人が台湾総督府に転任してきたのは、生駒高常以外、いずれ も
1921年7月 以降で、総務長官であった下村宏が退任 した後のことである。つまり、下村長
官が排除されてから、田健治郎の人事構成はますます見え見えになっていった。1915年10
月か ら長期にわた り総督府民政事務 のトップであった総務長官の下村宏は1921年6,月8
日に正式に転任の勧告を受けた。田の日記には 「下村長官は横田法制長官に電報でその理
由を尋ねた。同氏の内地への転任が決定されるであろ うことを告げ、始政記念祝賀が終っ
てから上京するように勧めた。同氏は愕然として立ち去 った」と記されていることから、
下村が転任を望んでいなかった ことは明らかである。6月20日 に下村を 「横田法制長官
が電報で上京するよう促したのは、内地への転任を勧めるためであった。同氏は訳がわか
らず、再度理由を聞いたので、 もう一度説明したところ、すこぶる狼狽した面持ちであっ
た。今朝、事後の打ち合わせのために来た時も、沈鬱な面持ちで…」あったようだ。辞職
を強いられたことは、下村にとって青天の霹靂であ り、単に官吏人生の激変 というだけで
はなかった。
下村は全 く予期していなかった事態に愕然としたのである。総督府に転任する前、下村
は逓信省為替貯金局長だった。一方、田健治郎は逓信省 との結びつきが強 く、過去に三度
次官 と総務長官を務めているので、二人は知 らない仲ではなかった。 しかし、転任先も決
まっていないのに、なぜ田総督は下村を辞職させようとしたのか。 日記には、田が台湾に
17岡 義 武 、 林 茂 校 訂r大 正 デ モ ク ラ シ ー 期 の政 治 一 松 本 剛 吉 政 治 日誌 』、(東 京 、 岩 波 書 店 、1959
年)、PP.40-42。
18植 民 地 に お け る官 吏 万 能 、 官 尊 民 卑 の状 況 は 日本 本 土 以 上 で、 時 々議 論 され た 。 例 えぽ 泉 風 浪 、
r人 と閥』(台 北 、 南 瀛 新 報 社 、1932年)、pp.298-302に も、 特 に指 摘 した。
169
鍾 淑 敏CHiJNGShuMin
戻る4月 に、すでに法制局の横田千之助長官と密談をしたことが記されている。「下村長官
の件に関 してお願いした きことあ り19」とある。その後、東京に滞在 している松本剛吉秘
書官が総督に代わって頻繁に内閣と協議し、また 「暗号電報」でその内容を田総督に報告
していたことがr松 本剛吉政治日記』に詳細に書かれている。例えば次のような内容であ
る。5,月10日 に原敬首相を訪ね、下村長官の問題を討論する。16日 に横田長官に下村の人
事案を早 く処理するよう促す。27日 に松本は田総督に電報し、一・回目の人事更迭案では下
村の更迭は難しく、近 日中に施行される二回目の更迭案で実現 しそうなのでもう少 し待 っ
てほしいとい う横田の返答を伝えている。5月31日 に松本は再び原敬首相 と内閣書記官長
の高橋光威を訪ね、さらに夜の11時 に横田長官を訪ね、下村の更迭は困難だ とい う回答を
得ている。翌日横田は内務大臣の床次竹二郎 と会談し、床次が語った次のような言葉を松
本に伝えた。「下村長官の件中々六ヶ敷い、内務大臣は田さんの見えるまで待ち呉れなぞ言
ふか ら、困つて居ると話される20」。下村長官の更迭について確約を得たわけではなかった
が、田総督は待ちきれず6月8日 に下村本人に異動を告げた。なぜ、そんなに早 く転任さ
せようとしたのだろ うか。
1920年12,月 に田は早 くも日記に次のように書き記 している。
午後、末松内務局長が入院している高田局長の代理 として、山形土木局長を伴って、
官邸を訪れた。山形局長は官佃渓埠馴事業に関わる収賄事件に関心を寄せ、そのこと
を頻 りに話していた。監督官が業者から賄賂を受け'取るのはあってはならないことだ
と叱責し、私は関与した高等官三十七人の解任を決行した。さらに下村長官が総督代
理の立場にいながら、官職をめ ぐり千五百円の賄賂を受け取ったことは怪 しむに足 り
ない。高官だからといって、大目に見ることは許されないので、処分することを決定
した21。
「官紀弛緩」の罪状のもと、下村はすでにその職務に不適当だと非難されていた。 しかし
ながら、収賄事件は総督府 の体面を損な うので、田は植民統治初期の乃木希典が総督だっ
た時に起きた 「疑獄事件」のように事態をこれ以上大ごとにした くはなかったし、「官紀
弛緩Jで は下村を処罰できないかもしれなかった。下村に関わる問題は、むしろ文官総:督
と民政首長の職務領域の境界に起因していた。武官総督の時代、下村は台湾の民政事務を
主管し、名実共に民政首長であった。 しかし、田健治郎は文官総督であ り、 しかも日本の
官僚派の リーダー山県有朋と関係が深いベテラン官僚で、行政経験が豊富だった。そ うし
た体制では、互いに噛み合わないのも想像に難 くない。下村が自分の役割をす ぐに行政首
長から文官総督の 「幕僚長」へ変えることができないのは明らかだった。役割調整が困難
19田 健 治 郎 日記1921年4,月13日 。
20岡 義 武 、 林 茂 校 訂 『大 正 デ モ ク ラ シ ー 期 の政 治 一 松 本 剛 吉 政 治 日誌 』、(東 京 、 岩 波 書 店 、1959
年)、P.89。
21田 健 治 郎 日記1921年12月23日 。
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であることから、田は積極的に下村の退任を画策した。それを裏付けるように、専売局長
だった賀来佐賀太郎を総務長官に抜擢 した時、田は 「文官総督の総務長官と武官総督のそ
れとでは精神的に大きな違いがあるので注意するように」と直接忠告 している。賀来は当
然 「この訓戒を堅 く守 る22」と誓 った。
田総督は下村への不満を直接原敬首相にも訴えていることが、原の7月6日 の日記から
わかる。「田台湾総督来訪、台湾に於て評議会を開きたる情況を始め、各諮問機関を設けた
る以後の情況を報告 し、極めて円満好都合に運び居れ りと言へ り。下村民政長官は此際更
迭せしめたし、其理由は、武官総督の場合には民政の為め文官の必要あ りしも、自分は既
に文官たる今日に於ては、今日までの如 き民政長官の必要な く、下村 も随て此際留任も喜
ぽざるべきに因 り、旁 々此際更迭せしめ、賀来専売局長を其後任に挙げた しと言ふに付、
余は文官総督を置きたる今 日に於ては、尤 もの次第と思ひ、之に同意を表 した り。但下村
が他に転任を望まば、何 とか配慮をなすべき事等物語 りた り23。」
文官総督時代の 「幕僚長」の役割は、武官総督時代の 「民政首長」 と大きく異なる。下
村は台湾民政においてそのことを理解 していなかったために突然 「病気による辞職」に追
い込まれることになった。おそらく突然の更迭人事に狼狽 したのだろう。下村長官は6月
17日 の 「始政記念 日」の式典を終えると、6月20日 には台湾を離れ、東京に着いてから
す ぐに親 しくしていた平田東助を訪ねた。さらに再び横田法制局長に情勢を確認した後、
その日の深夜に松本剛吉に手紙で辞意を伝え24、田総督が用意 した 「京都府知事」への転
任 も固辞した25。田総督は日記に 「静養のために推挙 した京都府知事への転任について、
下村長官は辞退の意向を示す。再考を促すも、辞意固く、その意に任せるのみ。台湾での
事務引継 ぎの手順などを指示する26。」
性格が合わない こともまた田総督が下村を更迭しようとした理 由の一つである。r松 本
剛吉政治 日誌』にそのあた りのことが生き生きと描写 されている。6月15日 に松本は原敬
を再び訪ね、人事更迭を求めた時、原は 「予は下村長官の事を話 したるに、之は横田が引
受けて居 り、田君も近 日入京さるるゆゑ処分しようではないか、あの人は柳田國男(元 貴
族院書記官長)と 云ふ人の斡旋で台湾に行つたさうだが、学者連中であつて困つた者だ、
嘸、田君 も困 り居 らるるであらうと言はる27。」3日 後に、松本は下村が頻繁に出入 りして
いる平田東助のもとを訪れているのだが、田総督が困っていることに同情しているとい う
点で、平田もまた原 と同じ見方をしていることがわかった28。6,月29日 に原は平田と会談
し、二人とも田総督が困惑していることに理解を示すものの、す ぐには更迭できないとい う
22田 健 治 郎 日記1921年7月11日 。
23原 奎 一 郎 編 『原 敬 日記 』 第 五 巻 「首 相 時 代 」、(東 京 、 福 村 出版 、1965年)、pp.407-408。
24岡 義 武 、 林 茂 校 訂r大 正 デ モ ク ラ シ ー 期 の政 治 一 松 本 剛 吉 政 治 日誌 』、(東 京 、 岩 波 書 店 、1959
年)、p.106。
25田 健 治郎 日記1921年7月6日 。
26田 健 治郎 日記1921年7月7日 。
27《 大 正 デ モ クラ シー 期 の政 治 一 松 本 剛 吉 政 治 日誌 》p.101。
28《 大 正 デ モ ク ラ シー;期 の政 治 一 松 本 剛 吉 政 治 日誌 》p.104。
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結論に至った ことを伝えてきた29。なぜ、このように更迭が困難なのか。内地に適当な官職
がないからなのか。それとも他に理由があるのだろうか。いずれにせよ、激しいショック
を受けた下村はす ぐには任官する意志はなく、視察、研修の名 目でしばらく海外に行き、
その後1936年 まで大阪朝日新聞社に勤めた。
病気 という名 目で突然辞任を強いられたことに驚いたのは下村だけではなく、台湾の官
民も一・様に衝撃を受け、台湾総督府が発行した 『台湾時報』では記念号の形式で 「惜 しむ
声」を掲載 した。在台歴二十年以上になる当時の著名人、木村匡は下村辞任の理由を次の
ように冷静に分析している。「夫れ文官総督の第一世たる田総督の部下としては寧ろ不適当
であつたかも知れぬ、彼の知識は是にもあ り、彼の雄弁は是にもあ り、彼の精悍は是にも
あり、所謂両雄竝立たず、、、田総督の眼底に映ずる下村長官は長官自ら任 して居る程に大
きく映じなかつたであらう、長官は安東、明石両大将に奉事したる長所は、田総督には不
必要の長所であつたかも知れぬ、是今回の更迭を促かしたる原因ではあるまいか30」。
これは確かに公平で妥当な見方であった。同じく在台日本人で最古参の蓑和米南は自ら
経営するr経 世新報』で、下村は歴代長官の中で最も進んだ文明思想の持ち主で、性格も
最も清廉であったと評している。さらに、賀来佐賀太郎とい う人物について、在台二十五
年 の自分です らその名を知 らないのに、この人事異動は問題があると論述 している31。長
い間、台湾専売事業を担当していた賀来の総務長官就任は、人々の共感が得 られないとは
いえ、さほど意外な人事でもなかった。竹内友治郎が朝鮮総督府から台湾総督府警務局長
に転任してから、その在任中の長い;期間、 しばしぽ総 務長官代理を務めた。当時、次のよ
うな言説も流れた。「田氏は、下村を追つて、専売局長である賀来佐賀太郎氏を長官に抜擢
したが、実は朝鮮の逓信局長から、警務局長になつてやつて来た竹内友治郎氏を、長官の
後釜にする下心であつたが、実現せず、山本内閣成 るや田氏は、農相 として入閣し、竹内
氏を次官に、任用 した事柄から見ても、賀来氏の長官は暫定なものであったが、田氏の入
閣するに及んで、其の後任に下村氏以前の民政長官であ り賀来氏 と知合である内田嘉吉氏
が任命されたので、賀来氏はそのまま居据 る事となつた32。」確かに田氏が農相として入閣
してから竹内を次官に抜擢したのをみると、賀来佐賀太郎の長官就任は暫定的な措置に過
ぎなかったのであろう。
田健治郎の本意は竹内を総務長官に就けることにあったのだろうか。r民 間総督」と言わ
れた辻利茶舗店の店主である三好徳三郎はノー トに次のように記している。「其賀来氏が最
初、田総督及其周囲の人々とも余程仲がよかったが、大正十三[十 二年か?]の 夏頃より
何だか妙な空気となり、賀来氏始め井村大吉、小生等 と共に田総督を排斥し、軍人総督の
擁i立に尽力して居るとの根も葉 もない捏造を、勝手に田さんの周囲の人々が宣伝して、結
29《 大 正 デ モ ク ラ シー 期 の 政 治一 松 本 剛 吉 政 治 日誌 》p.109。
30「 下 村 総 務 長 官 の 桂 冠 に 付 て(大 正 十 年 七 月)」、小 林 清 蔵編r木 村 匡 君 口演 集』(台 北 、小 林 清蔵 、
1927年)、P.169。
31蓑 和 米 南 『米 南文 集』(台 北 、 経 世 新 報 社 、1928年)、pp.324-325。
32泉 風 浪 『人 と閥』(台 北 、 南 瀛 新 報 社 、1932年)、p.22。
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局、賀来氏を排斥し総務長官をやめさせる計画であった事が判明した。、、、随分其頃は、田
派、賀来派などと官民共別れ、何 となく面白くない不快なる空気がみなぎつていた時代で
あつた33」ここから噂が全 くのデマであったわけでないことが読み取れ る。 しかし、1923
年11月 に関東大震災の善後策のために田健治郎は震災内閣で農商務大臣に就任 し、竹内は
農商務次官に推挙され、尾間立顕も田に従い大臣秘書官 として転任 し、三人は台湾を離れ
た。したがって、いずれ竹内を賀来に替えて総務長官に据えようという意図があったとす
る言説は推測の域を出ない。また 「民間総督」 と呼ばれた三好徳三郎のノー トには、田総
督が在任 した四年間に既に在台 日本人の要人は官民共に 「田派Jと 非田派に分かれて対立
し、それはほぼ公然化、表面化する段階に至っていたことが記されている。
(2)内 田嘉吉の総督就任
田健治郎は台湾を発つ前に、内田嘉吉に総督を引き継がすべ く積極的に動いた。田の日
記に、山本権兵衛にかけ'あった様子が記されている。
私は台湾総督の後任をどうするのかと聞いた。氏は、まだ決まっていないが、山梨
陸相あた りの様子を見たらわかるだろ うと言った。私は内田嘉吉を抜擢するよう頼ん
だ。氏は、考えておくと言った。私は、 これは頗る重大な問題なので、先日既に意見
を述べた。また一昨日も山之内氏に電話 し、内田以外の推薦に賛同しないことを確認
した。山本氏は激昂 し、意見を譲らず、結局、この争議を終結させるために、後日再
び話 し合 うことに決まった34。
9月5日 の日記には 「山本首相は台湾総督に内田嘉吉を推薦す る旨を命 じる予定である
ことを告げた。さらに、勤務方針の指導を言い付かったので、私は喜んで承諾し、急いで
大森の内田家に車を迎えにやったが、あいにく不在で明日会って話をすることにした。松
本剛吉はこのことを伝えるために小田原に向かうことになった35」とある。翌日、「台湾総
督就任が決まった内田嘉吉は、推薦の労をとった私のもとに挨拶に来た。山本首相からよ
くよく指導するよう言い付かっていたので、次回会 う時間を決めてから別れた。」ここで注
意すべきことは、山本が田に震災内閣の閣僚 として入閣するよう求めていた時、田は内田
嘉吉一人だけを推薦することに固執し、推薦された内田は、田の 「指導」のもとに 「勤務
方針」を確立せねぽならなかった ことである。 日記の 「喜んで承諾し、急いで大森の家に
車を迎えにやった」 という文から田がいかに喜び、気遣っていたかがわかる。内田嘉吉 と
田健治郎は逓信省時代からの旧知で、南洋協会の会頭だった田のもとで、内田は副会頭を
務め、長い間二人は主従関係にあった。 したがって、内田総督の時代になっても、基本的
に 「田が決め内田が随 う」形 となり、官僚人事も田総督時代のそれを踏襲していた。田の
日記からも田が台湾の政治に引ぎ続き発言権を保持 していたことがうかがえる。
33波 形 昭一 編r民 間総 督 三 好 徳 三 郎 と辻 利 茶 舗 』、(東 京 、日本 図書 セ ンタ ー、2002年)、pp.184-185。
34田 健 治 郎 日記1923年9,月2日 。
35田 健 治 郎 日記1923年9,月5日 。
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内田総督が前総督の意向を尊重せざるを得なかったのは、彼が不安定な立場にあったこ
ととも関係 している。実際、台湾総督が更迭 されるとい うデマが始終飛び交っていた。山
本権兵衛の震災内閣はその年の12月 末に退陣 し、 田農商務相はまだ清浦奎吾内閣の閣僚
に就任 してはいなかった。1924年1月 から田は内田総督の地位を守るために奮戦した。ま
ず、松本剛吉から台湾総督が更迭されるという噂を聞き、1月11日 に田は 「清浦新首相に
手紙を書き、正当な理由なしに台湾総督を替えるのは新領土を統治す るうえで得策ではな
い事由を述べた。」17日 に清浦首相から、更迭は無いと明言 した返信を受け取った。18日
に二人で会談 した時、「軍閥跋扈」により総督の地位が脅かされていることを田は初めて
知った。 日記にそのあた りの顛末 と感慨が詳細に書かれている。
この日、久邇宮の宴席で清浦首相は私を秘かに別室に招き、過 日台湾総督更迭に関す
る書信に対し、返信が何日も遅れた真相について語 り始めた。組閣の際、福田大将を
陸相に任命するつもりだったが、田中前陸相一派が大いに反対 し、宇垣次官を昇任さ
せることになった。その一方で田中一派は福田氏の不満を抑えるために彼を台湾総督
に推 し、そのために強烈な画策をしているとい うのである。そ こで、私は武官総督の
復活は時代錯誤だと断言 し、内田が適任である理由を話 した。ああ!こ こにも軍閥が
跋扈 しているとは。山梨前陸相が内田を台湾総:督に推挙するのを妨害していた と思っ
たら、次は福田氏を推挙 して内田総督を排斥しようとしている。この邪悪な者 どもを
警戒せねぽなるまい。36
主要ポストをほぼ貴族院議員で構成した清浦奎吾の 「特権内閣」はわずか半年で退陣し
た。政権は加藤高明が率いる 「護憲三派」(そ の後、憲政会単独となる)内 閣に移る。政党
内閣が成立すると、総督の地位がまた危ないとい う噂が流れた。6月26日 の日記に田は内
田が憂慮している様子を、次のように記 している。
内田台湾総督が今朝上京し、総督更迭の噂が広まる中、進退について私に助言を求
めてきた。そこで、平田氏を通 じて加藤首相に更迭の意向はないことを確認 したこと
を話し、次のように助言した。世間の噂は傾:聴に値しない。明日加藤首相 と会った時
に虚心坦懐に台湾統治の方針 と現状を話せば、首相も喜んで同意 してくれるだろ う。
新しい政策に間違いがなけれぽ、その職務を全 うするように。不幸にして意見が合わ
ないようなら、徐 々に進退を考えても遅 くはない。 くれ ぐれも軽率に動いて党の連中
の罠にはまることがないようにと37。
しか しなが ら、 この政変 によって内田の憂慮 は現実 となって しまった。加藤高 明 と 「苦
36田 健 治 郎 日記1924年1.目18日 。
37田 健 治 郎 日記1924年6月26日 。
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節十年」を共にしてきた伊沢多喜男が、兄の伊沢修二と縁のある台湾の総督に就任 したい
と言い出したのだ38。田健治郎は1924年7,月22日 の日記に次のように記録 している。
午前八時、内田総督が訪れ、昨日加藤首相、江木翰長と会見した顛末を詳し く語っ
た。首相は総督の更迭を希望し、九月に辞表を提出するよう望んでいるとのことであっ
た。憲政会のポス ト争いは激 しさを増し、新たに政務次官を置いた り、勅任参事官を
復活させるだけでは飽 きたらず、新領土の主要ポス トも思いのままにしようとしてい
る。この政党の横暴を見過 ごすことができようか。まった く腹立たしいことだ。……
その後、松本剛吉が来て内田総督の進退をめ ぐる交渉の顛末を語った。
また、総督は人望がないとい う実情について、同感の様子であった39。
総督の更迭は九月に発表 され、田健治郎は 「加藤内閣は朝鮮政務総監と台湾総督が内閣
と共同 して更迭を行 うとい う新しい事例を作ったが、新領土を統治する上で、悪影響を及
ぼす可能性がある40」と憂慮しながらも、なすすべが無かった。
内田総督解任の噂がおさまらず、地位が脅かされ続けているためか、内田はますます慎
重になり、台湾の政治における諸々の事項について、常に前総督の田に相談したので、田
は台湾の政治に関す る情報をいつも把握 していた。 日記からその様子が うかがえる。2月
5日 に 「内田総督が来て、警務局長の人選と、総務長官の待遇などについて協議 し、政治
状況について話 した後帰った。」田が推挙 したのは尾崎勇次郎だった。2月16日 、「台湾警
務局長への就任が内定 した尾崎勇次郎が、私に推挙に対す る謝意を示すために訪れた。」
実際のところ、尾崎を推薦 したのは今回が初めてではなく、1921年8,月10日 、田は 日記
に 「松本秘書官が左記のことと、関屋(貞 三郎)宮 内次官 と交渉 した事を報告に来た。、、、
一、吉田平吾の内地地方官任用、尾崎北海道内務部長の台湾局長転任の件」 とある。 しか
し、 この時点では田と同郷であった尾崎の転任は実現 しておらず、今回ようや く台湾総督
府警務局長に就任できたのであった。
内田総督は人事案について田に意見を求めただけではな く、政務を行っていくうえでも
田の人脈を頼っていた。例えば 「賀来長官が内田総督に代わ りに来訪 し、左記の要件につ
いて語 る。一、嘉南大釧工事費のために大蔵省から一千万円の貸付を受ける件。一、高等
法院長 の更迭の件。一、厦門領事 と台湾籍民の意見衝突に関する件41。」「内田総督は二十二
日に台湾に戻る途中、挨拶に来た。そして、財政が緊縮 しているため州郡の合併が避けら
れそ うにないとい うので、私は同意した。また取引所 の許可がお りないこと、電力事業の
休止、嘉南大馴工事費の財源を どうするかなどを話 して行った42。」「賀来長官が訪れ、次
38伊 沢 多 喜 男 伝 記 編 纂 委 員 会 『伊 沢 多 喜 男 』、
39田 健 治 郎 日記1924年7,月22日 。
40田 健 治 郎 日記1924年9,月3日 。
41田 健 治 郎 日記1924年2月14日 。
42田 健 治 郎 日記1924年2,月18日 。
(東 京 、羽 田 書 店 、 一 九 五 一 年)、p.147。
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の要件について語 り、また近 々任地に戻る予定であると報告 していった。一、嘉南大圸工
事費の借入のため大蔵省 と交渉 した顛末、及びその件で私の助力が欲 しい旨。一、台湾株
取引所設立を求める運動が再び起 こってい ること。一、台湾商工銀行が経営困難に陥って
いること、さらに辜顕栄が経済的に逼迫 していること43」などである。田も頼まれた こと
は期待を裏切 らず'協力している。 日記に 「賀来長官が嘉南大馴工事費の補助 と借入につい
て大蔵省 と協約が成立 した旨を報告に来て、謝意を述べた44」と書いている。
内田総督はその地位の不安定さゆえに前総督の田を頼っていたため、官民の中にも田が
影響力を発揮することを期待する者がいた。それは 日本人だけではなく、もともと田総督
よりのグループだった 「御用台湾人」 も引き続き田の路線に沿って動いていた。田の日記
には、頼み事にやってくる者がしばしぼ登場する。「辜顕栄は通訳の余逢と共に私を訪ね
てきて、台湾の思想問題に関して現在の趨勢について述べ、いかに対処すべきか指導を求
めた。議論を繰 り返し、大いに啓発 しあい、三時間にわたって応対 した。そして辜は自家
の家財整理について私に助けを求めた45。」「林熊微が上京 し、午後になって許丙と外一名
を伴い訪ねてぎた。まず林本源製糖の営業成績が良好であることを報告 し、一昨年家財整
理で私から受けた恩に対 し謝意を述べた。次に華南銀行の整理の要領を話 した りして帰っ
た46。」田はこうして頼って くる者達のために直接総督に働きかけた り、喜多孝治ら昔から
の下役を通 じて影響力を発揮した。例えば次のような事実がある。「午後、内幸町出張所に
いる内田総督を訪ね、左記の要件について'協議した。一、林熊徴の要望を容認し、川崎台
銀理事の勧誘を排除し、林本源製糖会社を現状のまま維持させる件。一、辜顕栄の家財整
理の件。以上…概ね同意したが、商工銀行救済の得失についてはまだ協議 していない47…」
「午後、台湾殖産局長の喜多孝治が上京 し挨拶に来た。話 した内容は左記の要件である。
一、台湾の近況、内田総督 と賀来総務長官に対す る官民感情の良否。一、林本源製糖会社
と華南銀行、商工銀行などの整理、監査及び台銀の態度。一、高雄横浜間の定期航路設置
の得失。一、台湾営林事業と販路の状況など。話は尽きず、数時間に及んだ48。」 こうした
こと全てから、田の影響力をうかがい知ることが出来 る。
(3)伊 沢総督の着任 と田派の消滅
しかしながら、総督が交代してから、田健治郎の影響力は大幅に失われていった。喜多
局長は台湾に戻る前に田を訪ね、「伊沢新総督はお礼に伺 うのを遠慮するとおっしゃってい
ました49」と伝えた。伊沢総督は就任後、田を儀礼的に訪問するのさえやめた。 もはや田
が台湾の政治に嘴をはさむ余地はなかった。
1924年 に加藤高明内閣のもとで内務省は 「行政整理」を掲げ、首相と 「苦節十年」の伊
43田 健治 郎 日記1924年3.目2日 。
44田 健治 郎 日記1924年3,月22日 。
45田 健 治 郎 日記1924年3,月31日 。
46田 健 治 郎 日記1924年8.月10日 。
47田 健 治 郎 日記1924年6,月2日 。
48田 健 治 郎 日記1924年7,月17日 。
49田 健 治 郎 日記1924年9月23日 。
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沢多喜男が新たに総督に就任し、この機に乗 じて植民地の大規模な官制改革 と人事異動を
断行 した。伊沢は 「闘外の重臣として優渥なる君寵に浴50」する自負を持って、台湾総督
の座に着 くと、「少壮気鋭の新人事で、総督府の陣容を一変し51」たのである。伊沢はまず
浪人だった後藤文夫を総督府参事官、総務長官心得 として迎え、人事刷新戦法を行った。
即ち、総務長官になるには官歴が足 らなかった後藤文夫は長官になると、総督府には後藤
文夫より先輩な局長、知事などの幹部は何れも辞表を提出した。そこで内務局長には当時
の鳥取知事木下信、殖産局長には農商務省の課長片山三郎、警務局長には大阪府の警察部
長坂本森一、専売局長には大蔵省専売課長の宇賀四郎、鉄道局長心得には白勢黎吉、逓信
局長心得深川繁治をそれぞれ任命 した52。
このような人事刷新は、「田派」のメンバーに対 してどのような衝撃を与えただろうか?
まず、鉄道局 と逓信局が合併され、新しい交通局が作 られ、内務局の道路、港湾を加えて
交通行政が統一された結果、逓信局長吉田平吾は退官 し、植民地台湾を離れるようになっ
た。また、二十年間台湾の鉄道工事に関与 した生え抜 きの鉄道部長新元鹿之助氏も、この
官制改革によって退任したのである53。
したがって、その後の田の日記に記された内容の多 くは官員の不満の声と、田自身のし
みじみとした感慨である。例えぽ次のようなものである。「尾崎勇次郎が台湾警務局長を辞
任し、今しがた帰京 して午前中に訪れ、台湾の近況を語った。総督更迭後に辞職 した者は
尾崎のほかに相賀(照 郷)内 務局長がいて、彼は形勢の成 り行きを見守 ると言っているら
しい54。」尾崎が警務局長に着任 したのは1924年2月 で、その年の10,月には免職の憂き目
に遭 っている。また、「新元鹿之助は書面で退官の決意を明らかにした。台湾の官界は総
督更迭以来、総務長官以下、内務、警務局長 も既に交代し、近 々鉄道、逓信、税関及び台
北、台中、台南、高雄の長官 も更迭され、数百人の罷免が断行され るらしい。 これは粛清
であ り撹乱である。私情に傾いた党派政治の害毒の甚だしいことよ55。」「台湾殖産局長で
あった喜多孝治は台南州知事転任の知 らせを電報で受け取 った。おそ らく今回台湾の官界
で大規模な更迭が行われ、 もし知事が一人 も残 らなかったら、その軽率さはむ しろ滑稽で
ある56。」
生駒高常は文教課長、秘書課長などを歴任 し、1928年 に台中州知事に、翌年は拓務省管
理局長に転任し、1934年 に石川県知事に就任 し、1937年 に退官し、大日本連合青年団常
務理事に転身した57。この政党人事の荒波を無傷でのりきった数少ない人物の一人 と言え
50伊 沢多喜男より水野昌雄宛書簡、伊沢多喜男文書研究会編r伊 沢多喜男関係文書』、(東 京、芙蓉
書房、二〇〇年)、p.91。
51伊 沢多喜男伝記編纂委員会 『伊沢多喜男』、(東 京、羽田書店、一九五一年)、p.148。
52伊 沢多喜男伝記編纂委員会 『伊沢多喜男』、(東 京、羽田書店、一九五一年)、pp.148-149。
53台 湾日々新報1924年12月11日 、漢文第四版、「督府廃官及退官者」。
54田 健治郎日記1924年10,月16日 。
55田 健治郎日記1924年11.月5日 。
56田 健治郎日記1924年12,月24日 。
57台 灣總督府公文類纂影像襠 ・第10257卷 第116號 ・「生駒高常事務嘱託;一 時手当六百円」。
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よう。
喜多孝治が秘書官から殖産局長に昇進 した時、世論は 「その頭脳 の明晰なると性温良恭
謙なると事を行ふに敏活なるとは何人 も喜多氏の長所 として認むる処であるけれ ども、而
も殖産局長 としての技倆 と手腕に至つては全然一箇 の未知数であると言はなければならぬ
58。」 と評していたが、それは明らかに杞憂であった。『台湾大観』に彼に関する記述があ
る。「問題の大小に拘 らず、新規に調査 し、計画 し、遺漏なきを期 してゐる。同君は座談
に巧みなのみならず、演説 も甘い、頭脳 も好い。眼鏡 の間に底光 りする眼は相手を呑込む
で了ふ59」と古いしきた りに固執する人物ではない ことを描写している。 しかし、伊沢総
督の政党人事は喜多の身にも波及し、1924年 に台南州知事に転任した。しかし、「同男が
殖産局長から台南州知事に栄転 したが、当時の上山総督と意見合はず辞任す ることとなつ
た。由来留任運動等は功を奏するものでないが、幸 ひにして我々の努力が認められたのは
喜多氏の人格徳望のためで、時の田中総理大臣は同氏を樺太長官に栄転ぜしめた、我々は
非常に喜んだ訳であつた。その後内閣の更迭で樺太長官を辞め、代議士 となつたが、その
選挙には我々は後援会を組織 して二回とも援助 したものだ60」。つまり、台南で喜多の留任
を求める運動が起きたが成功せず、しかしそのことがかえって1927年7月 に田中義一内閣
において樺太庁長官に就任せしめる結果 となったわけである。内閣改編後、喜多は衆議院
議員に立候補した。台湾の住民には選挙権がなかったにもかかわらず、台南の日本人は後
援会を作って喜多を応援 した。 こうした経緯から、当地 との繋が りの深さが うかがえる。
以上、田健治郎の日記から、田派が勃興 し、政党人事に直面してから消滅 してい く過程を
略述した。しかし、利益が一致すれぽ手を組み、逆 に同じ党であっても意見が異なるのは
人情の常であるが、そ うした心理的偏見からのみ人事を論じ、そ うした観点からのみ田健
治郎の親族と派のことを論述す るのは公平を欠くであろ う。実際のところ、人事構成には
田の理念が顕現してお り、その一例に、 ここで 「治安」対策、特に林献堂等が中心 となっ
た抗日運動への対応があげられ る。
4.田 派 と 「治 安」 維持
田健治郎が如何にして脅 しと利で釣 る方法を用いたかについては、林献堂等の政治、社会
啓蒙運動 に対し経済的圧力をかける等の方法で抑圧する一方、また一部の台湾人仕紳を懐
柔、籠絡するといった方法を用いた。特に経済的援助を必要とする台紳の状況について、
田の日記 の中には多 くの手がか りが存在す る。当時は正に第一次世界大戦後の不景気の時
期 と重 なり、一部の台紳は否応なしに 「御用紳士」の役割を引き受けざるをえなかった。
この件に関しては、本節では特に官方の役割、中でも 「田派」の役割について検討 してい
く。
林献堂を リーダーとす る民族運動が発展 している時期は、正に田総督が 「同化主義」「内
58台 湾 日 日新 報1922年3,月30日(三)、「新 殖 産 局 長 の任 命 局 裏 正 に名 国手 を 待 つ 」。
59椿 本i義一 『台湾 大 観 』(台 北 、 大 阪 屋 号 書 店 、1923年)、 付 録 第 二 章 、p.2。
60台 湾 日 々新 報1934年3,月13日 夕 刊(二)「 人 格 徳 望 の人:津 田毅 一 氏 語 る」
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地延長政策」を統治方針 として標榜 し、一連の改革を行っていた時期でもあった。警察の
下部組織から逓信省に入 り、皇室、政界、商業界に深い淵源を持っていた人生経験豊富な
老年の田総督にとっては、台湾総督の職務は正に彼の円熟 した政治手腕を発揮できるとき
であった。確かに他の武官総督や短命な政党内閣下の総督 と比較すると、田総督には経綸
全般において力をもっていた。また彼は、台湾知識人を籠絡する手段として、彼の優れた
漢詩、漢文、書道の才を用い、 また一方 「警察」 の本能を発揮し、「治安」を監督する最
前線に立った。田総督は台湾統治の成績を自ら誇ってお り、 日記の中では朝鮮総督府を見
劣 りすると評する記述がしばしば見 られた。また彼の至るところでの宣伝や、総督府の施
政のために熱烈に論駁する記述が見 られ る。また 日記の中には、林献堂が指導する運動 と
イギ リス人の台湾植民統治に対する賞賛が所 々に現れ、賞賛 と反対の記述が同時に並べ ら
れてお り、そこには更に思いが叶って得意になっている老年の男の心情が想像できる。例
えぽ、1921年1,月31日 の 日記では、イギ リスマンチェスターの雑誌記者のインタビュー
と台湾人の反対運動が同時に記載されている。田総督は記者に対 し以下のように述べてい
る。
一、我が帝国の台湾統治の大方針は、資源 と地理の利益だけに注 目する植民視にあら
ず、内地延長を重視するためであ り、漸次同化の功を挙げ、そして内地人 と台湾
人の差別を全て取 り除 くこととす る。
一、如何に行 うか。第一・に生産事業を開発し民力を養 う。第二、教育修養を普及させ人
民の智徳を進める。同化の目的は形式や外見にあらず、精神の感化にあ り。台湾
の現状はいまだ義務教育の実施に至 らず、就学児童は僅かに二割に止まり、教育
の前途は遥遠なるが、本来はアジアの同種同文であり、その思想観念は淵源を同
じくし、歳月久しけれぽその目的を達せん。此れ諸般政務の行 うところであ り、
故にこの方針が現す也。
一、交通機関の整備はそれ故第一の目的を達成した也。地方制度の創設、教育機関の
拡張整備はそれ故第二の目的を達成 した也。唯、生蕃の者は漢民族と同一・視する
べからず。故に別途扶育と教化の手段を用いるべし。
以上を説明した後、記者は以下のように述べた。rイ ギリスは今まさに植民地統治の困難
に苦しんでいる。台湾植民政策の成功を遥かに聞き及び、その実際の功績を調査した上、
イギ リス植民政策改善の資料として供したい云々。」しかし、その後田総督は、
在京台湾人の林献堂、蔡恵如、林呈録 〔禄〕、蔡培火を公室に招き、下村長官同席の
下、予は大要左記の如 く示した。一、台湾総督の委任立法法は本年末日を以って失効
となる。予は赴任以来、台湾の実情をつぶさに見、適当の解決が必要と考える。昨冬
新たに議案を提出し、現在改正法案が下院で審議中である。その第一条は勅令を以っ
て法律を施行する。その目的は法律の統一に努力し、内台の差別撤廃を促進すること
179
鍾 淑敏CHUNGShuMin
にある。第二条、総督への特殊立法権の委任の目的は、台湾の特殊な慣習を保存 し、
台湾人民の福利を保護するにある。法案の効力期限が定めなかったのは台湾同化 とい
う大 目的を到達せん とする日程が予言できなかったからである。予は台湾人の努力発
奮を切望する。できる限 り早期に本法全廃に達すべき也云々。一、今回新たに総督府
評議会設置の必要において、総督自ら会長とな り、官吏、内地人、本島人の中より有
識者を評議会員として推薦する。法律、法令、その他重要案件において総督が必要 と
思われるものは、評議会に於いて諮問を行い、以って民意の所在を徴する。此れは総
督の施政運用上の補助機関であ り、台湾自治発端の立法機関では断じて非ず。この区
別は断じて混同すべからず。台湾立法議会設立 のような論が、帝国統治の大方針に違
反するので、予は厳しくこれを拒否す る也云々。
双方を照らし合わせると、田氏が台湾人の民族運動を忌み嫌っていることが伺える。この
「教化」総督の裏側には、長期に渡 り警務の仕事を担い、高知県、神奈川県、埼玉県の県警
部長を歴任し、また秩父暴動を経験 し、保安条例を執行し、星亨、尾崎行雄、林有造、宮
地茂春等の自由民権運動者を退却させ、また朝鮮人の金玉均、池運永等を強制的に帰国さ
せることにより政治問題を解決してきた という、反抗の抑圧に豊富な経験を持つ 「治安」
総督61の顔があった。
1922年5,月 、新竹州知事就任わずか7ヶ 月 の常吉徳寿は、立川連に代わ りこの日本統
治時代に最 も総督府の頭を悩ませた州の首長へ と転任 した。田健治郎の日記の中には、常
吉への治安関係対策の指示が随所に見られる。最も典型的な 「治安対策」は林献堂の身に
おきた 「八駿事件」が例に挙げられる。1922年9月29日 には以下 のように記載されてい
る。
常吉台中州知事の要請を受け、午後二時半、左記の八人 と引見。楊吉臣、林献堂、
李崇礼、林幼春、甘得中、林月汀、王学潜、洪元煌。その真の目的は楊吉臣が林献堂
に台湾議会請願運動の不首尾を悟らせることにあり。予の隠然たる指導により林が翻
然 と改心し、運動を断念するを希望する。然しながら林の面目を保つ為に露骨に明言
できず、楊まず今回民法、商法の実施は台民に とって恩深厚と感謝を述べると、八人
もまた一声に謝意を述べた。楊は次に台民経済逼迫の惨状について救済の方法有るや
と問 う。予は勧業銀行支店決定の旨述べると、楊はまた隣組(保 甲)制 度の弊害を述
べ、予の意見を問 うた。予はその方法は善いが用法が悪いとの事実を述べ、適当な改
善の必要を示 した。楊は次にアヘン吸飲の害を論じ、適当な年数を期限として断固た
る禁止を希望す ると述べた。予は禁制法令の禁断の実施困難の事実を挙げ、社会世論
はあるべき、 自然 と全滅に至 らせ る可能性を忠告した。
ここにおいて林献堂はしだいに口を開き、国家百年の長計は如何にと問 うたが、其
61田 健 治 郎 伝 記 編 纂 会 編 『田健 治 郎 伝 』(東 京 、 大 空 社 、1988年 復 刻)、pp.40-66。
180
台湾総督田健治郎時代における植民地官僚と台湾支配
の事明言できず、予は反問を以って林はしだいに議会請願の事を述べた。予は一昨年
以来の経過を詳述 し、議会開設の請願は徒労に属するのみならず、反旗を翻す種を蒔
くことにならんと述べた。帝国新領土の統治方針は、予の就任の訓示声明に厳明であ
り、台湾議会の説がこの大方針と全 く相反するならば、断 じてその実現は許さず、ただ
請願は憲法上の権利であるが故に阻止はせず。林氏が台湾民衆の為に公益に尽力する
ならば、か くのごとく無駄骨を折る運動をきっぱ りと捨て去 り、社会改善、文化向上
の方面に専ら尽力するが最上策でなくてなんであろ うか。林がついにその去就を明言
できず、憐れに笑 う也。次に王学潜が引見詳述の礼を述べ、近 日に文書にて意見を提
出する旨を述べた。常吉知事は予の説示の意を説明し、通訳者に通訳を徹底させた。
約三時間半談論し帰った。青二才は導きがたし、永遠に奴隷の境遇に生きる者、圧迫
すれば忽ち首を引っ込め屈辱に甘んじ心中虚しくし、理義を論ずれば、分に過 ぎた蜀
望を抱 く。彼等の真価の如何は数 日で判明ならん62。
翌 日の 日記に も、
林献堂、楊吉臣、李崇礼謁見。常吉知事列席、大屯郡守増永吉次郎は通訳 として陪
席。林、楊は昨日の訓戒に対 し謝意を述べた後、林は更に昨日の訓諭を深慮 し、断然
議会請願の決心を断つ旨述べた。予その決心を善 しとし、且つその決心の動揺せんこ
とを慫慂す。林は在京学生に対 し同一の訓戒を請 うた。予は特に学生を招 き訓諭を行
わず。学生懇請するならぽ惜 しまず指導する意を答える。彼は感謝して去る。彼が結
果其決心を遂行するや否やは今後の動静が証明せん。常吉知事は部内の民情を報告、
指導を請 うた。す ぐに地方の要務について指示を与えた。夕刻去る63。
これ らの事情の展開により林献堂は非難を受けた。謝渓秋(星 楼)は 「柳裳君」のペン
ネームでr臺 湾』に 「犬羊禍」の一文を発表 し、林献堂、楊吉臣の態度に対 し、あらん限
りの風刺をした。 しかし、常吉は台湾人を分化 し利用する一方、総督に 「本島人高等官任
用之希望64」を提議するなど肯定的な思考を持っていた ようだ。
この 「自己の信ず る処に向つて突進す る態は他の知事諸君 には見 られない凄味があ
る。、、、時に諧諠を発し皮肉を連発す る点は初めて同君に会つたものをして悪感を懐かし
める事なきにしも非ずであるが、同君を知つて同君に近づ くものはその催眠術に魅せられ
る。同君は底気味悪い男ではあるが、深味のある男である」とい う知事65は 同時に性格は
強烈で、「時 々圭角を表はして各種の問題を紛糾せしめるや何時も山本(文 平)氏 によつて
之を巧みに調節される事一再に止まらず、之が為に常吉氏去 り其後任 として本山氏が台中
62田 健 治 郎 日記1922年9,月29日 。
63田 健 治 郎 日記1922年9,月30日 。
64田 健 治 郎 日記1923年1,月3日 。
65椿 本 義 一 『台湾 大 観 』(台 北 、 大 阪 屋 号 書 店 、1923年)、 付 録 第 二 章 、p.4。
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州知事に昇任するや市民は一斉に好感を以て迎へたのである66。」そのため1924年12,月の』
人事大変動時にはついに離職の命運を逃れられなかった。しかし、「中国経験」がある常吉
徳寿に台中州 日本統治時代における総督府植民統治に反対する運動の先駆的地区
の知事を担当させた人事には深い意味があったようだ。
台湾の警察機i関は1919年7,月 に重大な変化が起 こった。長期に亙 り警政を掌握 してい
た警察本署長湯地幸平が福井県知事に転任 し、総督府は警察本署を警務局に改変、台北庁
長富島元治が局長を務めた。警察界の変革は、同年6月 に内務局長として台湾に赴任 した
川崎卓吉が見た ところ、多少動揺があった ようだ。川崎は1914年 伊澤多喜男が大隈:内閣の
警視総監を務めた時、警務部長として伊澤の片腕 であった67。伊澤に宛てた手紙の中で、
川崎は台湾警察界の人事を観察して以下のように述べている。「警務局の動揺二就てハ御高
見も有之候。着任の上ハ呉々慰撫する積之処小生着任数日前二川淵君辞表提出局長も感情
を害し居候際とて如何とも難致同氏の行動ハ稍穏 当を欠き様存候も辞職の上帰還せしむる
ハ今後内地より人物を採用する上 二於て支障を生する虞ありと存じ、、、川淵君等の帰還甚
不穏当の嫌有之候も事情を聞けぽ又同情すべき点も有之為同人呉々御聞取遣被下度候。、、、
併し何とかして警察の綱紀を緊張せ しむること統治上最も肝要と存L候 。此事何れ機を見
て長官二意見具陳の積二候。、、、湯地氏ハ多数の部下を率ひ来 り一教団たるの観あ りし由
二候。反応も意外大なる様被存候68。」手紙で触れている川淵とい うのは保安局長川淵洽馬
で、1919年8月 に山形県警察部長に転任 している。この警政を熟知 している内務局長の川
崎卓吉は、1920年9月 富島警務局長が高雄州知事に就任 した時に先ず警務を兼任し、後に
警務局長 となり、1921年9,月 に殖産局長 として転任するまでその職を務めた。
警務局長を引継いだ元台北州知事の相賀照郷の仕事振 りは田総督の期待に応えたとはい
えず、田総督が治安維持に関して最 も期待をかけたのは竹内友治郎であったろ う。1922年
9月18日 、摂政宮の台湾巡啓の要望が認可された後、田健治郎は日記に以下のように書い
ている。「松本(剛 吉)、喜多(孝 治)、松 田(三 徳)、 尾間(立 顕)諸 氏来た りて警務局長
更迭を希望、東宮行啓の準備を警察は振粛に行 う必要有 り。」有能かつ精力的な 「辣腕」を
ふるい、警規振粛に力を発揮することを期待されていた人物 こそが、相賀照郷警務局長か
ら替わった竹内友治郎であった。竹内は甲午戦争時に陸軍省臨時測図部附を務め、1897年
から1898年4月 までの間、前後 して台湾総督府民政事務嘱託、総:督府雇等を務め、台湾
とば本来淵源があった。その後高等文官試験に合格 し、逓信省に配属された ところから田
総督 との密接な関係が築かれていった。田健治郎が台湾総督の任に就いた後、竹内は東京
逓信局長か ら朝鮮総:督府通信局長へ転任した。実は秘書官たちが警務局長の人選について
討論する以前に、田健治郎の9月14日 の日記には既 に 「松本剛吉来た りて西園寺公の意を
66永 岡涼風 『改隷三十年記念出版明朝より伊沢時代まで』、(台 北、台北活版社、1925年)、p.285。
67伊 沢多喜男文書研究会編r伊 沢多喜男関係文書』、「伊沢多喜男氏談話速記録」、(東京、芙蓉書房、
二〇〇年)、P.484。
68伊 沢多喜男文書研究会編r伊 沢多喜男関係文書』、「大正8年8,月24日 川崎卓吉より伊沢多喜男
宛書簡」、(東 京、芙蓉書房、二〇〇年)、pp.205-206。
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伝える。また神奈川県代議士候補選定の事、及び竹内友次 〔治〕郎、相賀警務局長等の進
退の件を論ずる」との記載があり、 ここから田健治郎が本来既に竹内に警務局長を任せ よ
うと目をつけていたことがわかる。
1922年10月3日 、田総督は自ら筆を取 り朝鮮総督齋藤実に書簡を送 り、朝鮮通信局長
を台湾警務局長に採用したい と要求した。11.目10日 、「齋藤i朝鮮総督より来電、竹内友次
(治)郎 転任承諾の旨回答あ り。直ちに謝意を返電し、更に賀来長官に打電 し裁決の手続き
を要請」 この人事を確定させた。
議会請願運動について、田総督の立場は以下のようであった。「竹内警務局長が来、蔡培
火、蒋渭水への台湾議会請願中止勧告の顛末を述べ、予に指揮を請 う。予の回答大意は左
記の如 く。帝国憲法において二つの帝国議会は認められん事 これまで林献堂に語 り其の軽
挙徒労を諌めるも、予が其れを制止せずは、憲法に関わる請願は臣民に許された権利の故
也。故にこの二人に対し、友好的制止は可、職権による制止は不可 とする。竹内局長諒解
し退出69。」 ここでは田健治郎が台湾人の民族運動を忌み嫌 ってはいるものの、臣民の請願
権利を尊重すべきとの態度が見られる。 しか し田総督は座視 しているわけではな く、部下
に対し如何に抗日民族運動に対抗すべぎか指示する以外にも、積極的に中央と交渉し、当
局の厳格な措置について支持を得ている。1923年1月26日 、田健治郎の日記には以下の
ように記載されている。
十時前に登院。下院初の予算総会を開き、馬場法制長官と台湾律令の匪徒刑罰令 と
刑法の騒乱罪の関係について論ず。予が刑罰令は土匪への適用法としたいとの解説に
馬場氏大いに賛同し、其を慎重に研究せよと言いつける。次に水野内相 と面談、治安
警察法第八条二項に拠 り、台湾議会期成同盟会は安寧秩序 を妨害する結社 と認め、禁
止の議を論ず。内相同意し、賀来長官と協議、急電にてその処罰法を竹内長官代理に
伝える70
これはつまり 「安寧秩序妨害」の名で中央の同意を取 り付け、治安警察法の法規で議会
期成同盟の活動を禁止 したのであった。隔 日にも又記載がある。r昨夜竹内長官代理 より
長文暗号の来電。今朝松本剛吉が電報を持ってきて翻訳させる。事は結社及び集会取締上
に関わる治安警察法の方針であった。賀来長官を招致し回答:の意旨を授け、打電 し采配さ
せ71」。臣民の請願権利は憲法で保障されているので、請願者に対し直接的行動を取ること
はでぎないが、遠まわしに経済的圧力と内部分化を行わせ、 また断固たる措置で集会結社
を治安警察法違反の名 目で取 り締 まった。ここから警察出身総督の手腕の敏捷性を見るこ
とができる。その後の日記中に、田総督の竹内に対する隣組(保 甲)制 度の改正や台中州
下の文化-協会講演取締等の件についての指示が随所に見 られる。総督の腹心 という立場か
69田 健 治郎 日記1922年12月25日 。
70田 健 治郎 日記1923年1月26日 。
71田 健 治郎 日記1923年1,月27日 。
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ら、竹下はいっそ う田総督の意志を実行できたようだ。換言すれば田総督の人員任用 と治
安対策との関連がはっきりと明らかであるといえる。
5.結 び
以上、台湾の官界における田派の形成と消失を概略的に述べて、台湾の官僚の長期的構
造考察の一部としてきた。田健治郎の:豊富な日記資料によって、 ようや く植民地時代の統
治階層の姿をい くらかでも描写することができた。上記を整理すると、田健治郎を中心 と
する親族、郷党や逓信省 との関係が、基本的には田総督の人事の主軸を構成 していた こと
が窺える。この田総督個人を核心 とす る官僚集団は、後任総督の地位を守れず、田の影響
力は内田総督の時代まで続いてはいたが、政党の猛烈な 「猟官」運動にも抵抗できず、結
局は田健治郎の影響力も跡形もなく消失 してしまうのである。
ところで、注 目すべきことは、台湾総督が武官総督から文官総督に代わっていった時代に
は、 まさに林献堂 らが台湾議会設置請願運動、文化協会の啓蒙運動などの非武装による抗
日運動を率いて燎原の火のごとく推 し進めた時期でもあった ことである。初の文官総督、
特に同化を標榜 し、 日本の原敬首相の主張する 「内地延長主義」を施政方針とした田健治
郎は、植民統治に反抗するいかなる活動 も、喉にひっかかった骨のように、看過すること
ができなかった。加えて、田健治郎は皇室との深い親交をもとに、「摂政宮行啓」すなわち
その後の昭和天皇の台湾視察を実現させた。当時 としては破天荒の出来事ととられた。そ
の故に、田健治郎は台中一帯の動静に気を使い、警察の制御力の増加に尽力したのも、極
めて自然なことといえる。ここから見ると、「治安」の考えは田総督人事のひとつの側面と
も言える。
いかに 「田派」を評価してい くかとい うと、田派と古 くからの台湾官僚との間にいかな
る関係があったかなどの問題は、これからも継続して研究していきたい。
要 旨
本文の主旨は、田健治郎の日記中の膨大な記述内容を利用し、田総督時代の台湾官界の
人事、特にいわゆるr田 派」関係の一面を整理し、総督府の官僚人事研究の第一歩 とする
ことである。
台湾総督田健治郎の豊富な日記資料に基づいて、植民地時代の統治階層の姿を整理する
と、田健治郎を中心とする親族、郷党や逓信省との関係が、基本的には田総督の人事の主
軸を構成 していたことが窺える。 この田総督個人を核心とす る官僚集団は、後任総督の地
位を守れず、田の影響力は内田総督の時代まで続いてはいたが、政党の猛烈な 「猟官」運
動にも抵抗できず、結局は田健治郎の影響力も跡形 もなく消失 してしまうのである。
ところで、注目すべきことは、台湾総督が武官総督から文官総督に代わっていった時代
には、まさに林献堂 らが台湾議会設置請願運動、文化-協会の啓蒙運動などの非武装による
抗 日運動を率いて燎原の火のごとく推 し進めた時期でもあった ことである。その故に、田
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健治郎は台中一帯の動静に気を使い、警察の制御力の増加に尽力したのも、極めて自然な
ことといえる。 ここから見 ると、「治安」の考えは田総督人事のひとつの側面 とも言える。
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